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私は、水分子を吸収することで高いマグネシウムイオン伝導度を示す金属有機構造体 (MOF) におけるマグネシウムイオン伝導機構の解明を行なっています。具体的には、吸収された水分子の運動とマグネシウムイオン伝導との関連に着目し、中性子準弾性散乱 (QENS)と断熱法による熱容量測定を用いた研究を行なっています。
本留学ではISIS の分光器IRISにてQENS実験を行い、水分子の運動の様子を捉えることができました。既に、日本の研究用原子炉JRR-3内のAGNESという分光器でもQENS実験をおこなっています。そのデータと今回のデータを合わせることで、ピコ秒から数百ピコ秒に渡る広い時間領域において水分子の運動を捉えることができます。今後はデータ解析を進め、MOFにおける水分子がどのように運動しているのかを微視的に明らかにしたいと考えています。また、本留学を通して海外の研究施設の雰囲気を感じ取ることができ、大変貴重な経験をさせていただきました。
実験にあたり、山室修先生、Victoria Garcia-Sakai先生、貞清正彰先生、秋葉宙先生、古府麻衣子先生、大政義典先生、小林玄器先生、松田巌先生に多大なご支援を頂きました。深謝いたします。
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
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